
納税者の立場に立った滞納対策を
問　高すぎる市民税国保税で払いたくても払えない人から相談が来ている。仕事で詐欺にあい滞納したAさんは市と合意の上分納で返済していたが10日以内に残金1390万完済しないと強権的な徴収をする県滞納整理機構に移管すると市から通知が来た。機構に送る市の基準は何か。
答　滞納額が高額、分納が少額で指導が困難なものを移管している。
問　過去3年間の移管件数が50件で一致している。機械的な移管になっている証だ。
答　50件ありきではないが、決まりにならないような運営をしていく。
問　高すぎる延滞金が滞納者のやる気をなくす。Aさんの延滞金は891万だ。本税のみの返済計画を立て、東京都足立区や滋賀県野洲市のような自立支援に向けた取組をするべき。
答　他市の取組例も見て研究していく。
問　納税課職員一人当たり670件の滞納件数を持っている多忙さが安易な移管につながっている背景にあるのではないか。　　　　　　　　　　　　
答職員の増員を含めて状況を見て検討する。
子どもの生活の場としての学童保育へ
問　学童保育の子供一人当たりの最低床面積基準（1・65㎡≒畳1畳分）は保育園基準と同じ。小学生3~4年生と同じ基準は適当と言えるか。
答　国の基準であり妥当と考え。
問　学童の指導員は学年やクラスの違う子供同士が仲良く宿題をしたり遊べるように指導する専門性が求められる。1年契約の臨時職員で主任指導員の手取りは月約15万。この待遇が適当か。若い人が中々入らないのは将来性が見込めないからではないか。
答　30年度主任指導員に手当1万円を上乗せし31年度補助指導員の時給を20円上げる。お年寄りが活躍する仕事の場でもある。
問　安倍政権が指導員配置基準を緩和（現在、学童40人に対し指導員2人以上配置を1人以上とし増員は自治体判断とする。放課後児童支援員資格がなくても指導員として勤務できる。）するが本市の方針は
答　従来の配置基準、資格基準を維持する。
問　学校の空き教室を利用した学童保育は福祉部と教育部のはざまで学童保育時には保健室が使えない、トイレは使えるけど石鹸が使えないなど、同じ学校で同じ児童でありながら大人の都合で制約がある。指導員と学校との協議の具体化など行い問題改善をするべき。
答　一定の制約がかかることはやむを得ない。
問　生徒数1390人の学童保育は民間委託で担えるか。市直営にすべき。
答　現在の受託者（市社会福祉協議会）とは緊密に連携し実績も積んでいるのできめ細かで質の高いサービスが期待できる。
問　答弁者が学童を見に行き指導員と話をしないと、私が現場の声を伝えても議論にならない。
答　担当職員と話をして対応していく。
第2次安倍政権「地方創生」は住民福祉機関としての自治体と相いれるか
問　安倍政権の地方創生は人口減少を掲げ、生き残れる自治体と消滅する自治体を対比し公共施設を一点に集約するやり方だ。政治の役割は、若者は正規雇用に、高すぎる学費を下げるなどの政策を実施し、日本の将来は人口増の理想を掲げる事だ。市内どこに住んでいようが公共サービスを受けられるようにするのが地方自治法にある住民福祉機関としての自自体の役目で「地方創生」と相いれないものではないか
答単に国に従うのではなく自治体自ら考え行動するのが人口減少を乗り越える最大の力となる。その立場で地方創生事業をうまく活用していく。
問　さらに安倍政権は自治体戦略2040構想で単一自治体だけでは公共サービスが提供できず圏域連携による行政サービスを提唱している。将来の道州制につながる議論であり市の対応が求められる。
答　圏域単位での行政は都市機能を中核都市に集積・許可させていく事であり、個々の自治体業務を制限し独自性を奪う事が懸念される。大規模都市の周囲にある自治体が埋没しかねず、自治体の努力に目を向けず効率性を強調し再編を迫るのは本末転倒。各自治体が主体性を持ち実行できる仕組みを県や市長会を通じ国へ訴え、地域全体の発展につながる広域連携を本市がリードして進める。
問　地方創生の具体的ツールが人口が減るので集落ごとの行政サービスではなく市街地を縮め、他の地域は公共交通で結ぶ「コンパクトシティ+ネットワーク構想」だ。従来の生活基盤が大きく変わり清水庁舎のような極端な拠点づくりを起こしかねない。31年度予算の基本方針とされているが、こうした問題に対し本市はどのような拠点づくりを目指すのか。
答　核となる中心市街地や自然歴史文化を活かした地域拠点づくり、産業など多彩な拠点をつくり定住交流人口を呼び、誰もがどこでも暮らせる年を目指す。
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